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日本政策金融公庫がこの8月、興味深い消費者動向 

調査結果を発表しました。全国の20歳代～60歳代の 

2,000人を対象に、安全や国産など食の志向について 

尋ねたのです。 

 安全志向は、中国製冷凍ギョーザ事件が起きる前の 

昨年1月には20.9％、発生後の7月には41.3％にまで高 

まりましたが、昨年12月には31.7％に下がり、今年7 

月には19.8％に。逆に高まっているのは経済性志向と 

簡便化志向です。 

 一方、国産志向は、昨年1月から今年7月まで、12.2％ 

→18.2％→19.7％→14.9％と推移。国産へのこだわり 

も低下しています。特に、外食時の国産へのこだわり 

については、「気にかける」とする割合が、昨年5月 

の44.1％から今年7月には36.7％に下がっています。 

輸入食品に対するイメージは、昨年12月の時点では 

「安全」2.1％、「安全面に問題がある」67.4％、「ど 

ちらともいえない」30.4％だったのが、今年7月には 

「安全」1.4％、「安全面に問題がある」52.0％、「ど 

ちらともいえない」46.7％に改善しています。 

昨年7月の調査で安全志向、国産志向が急激に高 

まったのはやはり、ギョーザ事件の影響でしょう。店 

頭から中国産が消え、外食産業の中にもチャイナフリー

をアピールする企業がありました。テレビ番組では

「海外に食を依存した報い。安全な国産を食べたい」

とコメンテーターが語っていました。 

 でも、私の印象は違っていました。ギョーザ事件は

犯罪の可能性が高いとされており、残留農薬など通常

の安全管理と混同して語るべきではありません。厚生 

 

労働省の輸入検査結果は、犯罪をのぞけば中国の食品

安全管理の程度はほかの国と大差ないことを示して

いました。

取材すると、ギョーザ事件以降に中国から日本に食

品を輸入する企業、商社は、犯罪対策、安全衛生管理

をすさまじい厳しさで強化し、食品の品質は急上昇し

ていました。逆に気になったのは、国内生産者の“慢

心”。根拠もなく「国産は安全安心だから買ってもら

える」と考え、品質向上やコスト削減に関心を向けて

いない人が目立ちました。とても心配になりました。

日本政策金融公庫のアンケートは、厳しい経済情勢

の中で、消費者に余裕がなくなっていることを伺わせ

ます。そして、残念なことですが、苦しい家計の中で

ほかの費用を削っても買いたいと思えるほどの魅力

が、国産にはまだ足りない、ということも示していま

す。

 イメージの「国産＝安全，安心」はもう通用しませ

ん。生産や流通のコストを下げると共に、輸入食品に

はないおいしさや風味、特徴を伸ばし、アピールして

いく必要があります。これはまさしく、野菜茶業研究

所がこれまで地道に取り組み、今後も果敢に取り組ん

でゆくべき大切な「仕事」です。頑張っていただきた

いと思います。

＊ チャイナフリー(China Free) 

中国産原材料を使用していないことを意味する造語

です。 
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と思えるような研究開発を 
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ギョーザ事件の影響でしょう。店

外食産業の中にもチャイナフリ
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苦しい家計でも、「国産を買いたい」

 













 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課 題 別 研 究 会 開 催 時 期 開 催 場 所 

果菜類の周年多収生産技術の現状と課題 平成 21 年 10 月 28 日(水) アスト津 

       ～   29 日(木) （三重県津市）  

気象変動に対応した茶生産に寄与するための茶園 平成 21 年 11 月 12 日(木) プラザおおるり 

微気象特性の把握と評価・活用手法  （静岡県島田市） 

ウリ科野菜生産を取り巻く現状と技術開発 平成 21 年 11 月 30 日(月) 名古屋国際会議場 

       ～12 月 1 日(火) （名古屋市熱田区）

7月 25 日に「食と農の科学館（茨城県つくば市）」に

おいて、「探しにおいでよ！食と農のあした」をテーマ

に、中央農研、作物研、野茶研の共催で夏休み公開が

開催されました。野茶研つくば拠点では、「このタネ、

どのタイプ？－野菜の種の仲間を探そう－」と題して、

普段見ることの少ない野菜の花や種についてクイズ形

式で学んでもらう企画を実施し、184 名に参加していた

だきました。 

(特命チーム員・菊地 直)

 

7 月 17 日(金)から 27 日(月)まで「野菜茶業研究所

紹介」というテーマで東海農政局「消費者の部屋」

特別展示を担当しました。東海地域に所在する安濃

本所、金谷茶業研究拠点、武豊野菜研究拠点を紹介

し、それぞれの主な研究成果をパネルやナス、茶の

鉢植え、「べにふうき」緑茶関連商品、近未来 IT 温

室模型等を展示して紹介しました。 

(情報広報課・鈴木良穂)

   

 

東 海 農 政 局 消 費 者 の 部 屋「特別展示」出展 

＊詳細は http://vegetea.naro.affrc.go.jp/kadaibetsu/h21/index.html を参照下さい。 
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・安濃本所        １１月 ７日（土） 

皆様のお越しをお待ちしております。 

○平成２１年度一般公開開催予定 

・金谷茶業研究拠点       １０月  ３日（土）

・武豊野菜研究拠点       １１月１２日（木）

夏 休 み 公 開 (つ く ば ) 

農研機構が開発した新品種を、日本橋三越地下 1 階のレ

ストラン街で毎月新メニューに取り上げてもらう取り組み

が始まりました。その第 1 弾として 8 月に、当所育成のナ

ス「あのみのり」がピザ、ドライカレーなどのメニューで

登場しました。さらに、野菜売り場での「あのみのり」の

販売も同時に行われました。 

8 月 23 日には、この一環として、レストラン街で育成者

の齊藤上席研究員が「あのみのり」についてのセミナーを、

お客さんの前で行いました。 

〒514-2392 三重県津市安濃町草生 360 番地 
TEL.059(268)4626   FAX.059(268)3124 
Web URL:http://vegetea.naro.affrc.go.jp/ 

 (研究調整役・今田成雄) 

単為結果性ナス「あのみのり」がデパ地下に進出 

（編集･発行） 野菜茶業研究所 情報広報課   
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